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■
研
究
十
二
月
往
来
〈
427
〉

　   
江
戸
初
期
の
笛
の
ア
シ
ラ
イ

　
　
　
　
―
―
一

流
『
古
頭
付
』
と
由
良
家
蔵
『
番
笛
集
』
―
―
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時
折
流
れ
る
笛
の
音
色
か
ら
、
そ
の
場
面
の
状
況

が
胸
に
迫
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
笛
は
の
べ
つ
吹

い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
時
折
聞
こ
え
る
音

色
が
印
象
深
く
耳
に
残
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
初
期
に
は
、
現
在
よ
り
少
し
吹
奏
箇
所
が
多

か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
立
証
す
る
史
料
が
、
近

年
見
つ
か
っ
た
。
国
立
能
楽
堂
が
二
〇
一
八（
平
成

三
〇
）年
十
月
に
入
手
し
た
一

流
分
家
八
右
衛
門

家
の
伝
書
の
中
に
、
江
戸
初
期
筆
と
お
ぼ
し
き
頭
付

（
以
下『
古
頭
付
』と
仮
称
）が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
頭
付
と
は
、
笛
が
能
一
曲
の
中
で
吹
奏
す
る
ア

シ
ラ
イ
の
旋
律
型
や
舞
、
登
場
楽
な
ど
の
名
称
を
、

吹
き
出
す
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
詞
章
と
共
に
列
挙
し
た

伝
書
で
あ
る
。『
古
頭
付
』は
、
現
行
と
は
吹
奏
箇
所

が
体
系
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
近
々
発
行
さ
れ
る
法

政
大
学
能
楽
研
究
所
の
紀
要『
能
楽
研
究
』に
報
告
を

載
せ
た
の
で
、
八
右
衛
門
家
や
頭
付
の
概
要
は
そ
ち

ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
紀
要
で
言
及
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
追

記
し
た
い
。

　『
古
頭
付
』で
、
現
行
一

流
と
大
き
く
異
な
る
の

は
次
の
二
点
で
あ
る
。
本
日
の
演
目〈
当
麻
〉を
例
に

記
し
て
お
こ
う
。

　
現
在
で
は
、
原
則
と
し
て
シ
テ
と
ワ
キ
が
セ
リ
フ

の
や
り
と
り
を
す
る［
問
答
］や［
掛
ケ
合
］な
ど
で
ア

シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
。
し
か
し『
古
頭
付
』の〈
当
麻
〉

で
は
、
前
シ
テ
・
ツ
レ
が
登
場
し
た
あ
と
の
ワ
キ
と

の
応
対
途
中「
一
心
不
乱
に
南
無
阿
弥
陀
仏
」で
ア
シ

ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。
謡
が
下
音
に
下
行
し
、
次
に

ワ
キ
が「
げ
に
あ
り
が
た
き
」と
上
音
で
謡
い
出
す
の

で
、
会
話
の
区
切
り
と
言
え
る
箇
所
で
あ
る
。

　
後
場
で
も
、
後
シ
テ
が
登
場
し
て
謡
う
サ
シ
謡
の

末「
法
身
却
来
の
法
味
を
な
せ
り
」で「
呂
ノ
の
た
れ
」

を
吹
い
て
い
た
。〈
高
砂
〉で
は
現
在
、
後
シ
テ
が
サ

シ
謡
末
で
謡
う「
夜
の
鼓
の
」で「
呂
ノ
吹
上
」を
吹
く

が
、〈
当
麻
〉の「
法
身
却
来
の
」は
謡
の
構
成
上
、
全

く
同
じ
位
置
に
あ
る
。
し
か
も
、〈
高
砂
〉も〈
当
麻
〉

も
こ
の
謡
の
あ
と
高
音
域
の［
一
セ
イ
］謡
に
な
る
。

謡
の
区
切
り
な
の
で
か
つ
て
は
脇
能
に
限
ら
ず
ア
シ

ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
の
が
、
現
在
で
は
、〈
高
砂
〉だ

け
に
古
態
を
残
す
か
た
ち
に
な
っ
た
ら
し
い
。

　
ま
た
、
大
ノ
リ
謡
の
途
中
、
ノ
リ
を
ハ
ズ
し
て
謡

う
特
別
な
句「
摂
取
不
捨
」で「
大
ユ
リ
」を
吹
い
て
い

た
。
現
在
で
も〈
鉄
輪
〉や〈
殺
生
石
〉な
ど
ワ
キ
が
祈

祷
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
小
鼓
が
ノ
ッ
ト

を
打
つ
と
こ
ろ
で
笛
が「
ノ
ッ
ト
」の
譜
を
吹
く
が
、

そ
の
譜
は
き
わ
め
て
大
ユ
リ
に
近
い
。「
摂
取
不
捨
」

で
は
小
鼓
は
ノ
ッ
ト
を
打
た
な
い
が
、
宗
教
性
の
高

い
場
面
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
拍
子
合
の
歌
の
前
に
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
傾

向
も『
古
頭
付
』に
は
見
ら
れ
た
。
前
シ
テ
・
前
ツ
レ

の
登
場
歌
途
中
、［
下
ゲ
歌
］直
前
の「
何
遥
々
と
思
ふ

ら
ん
」で「
か
つ
ら
ノ
呂
一
返
」と
指
示
が
あ
る
。
現
行

で
は
こ
の
箇
所
で
何
も
吹
か
な
い
が
、〈
高
砂
〉の
前

シ
テ
・
前
ツ
レ
の［
下
ゲ
歌
］直
前「
思
ひ
を
延
ぶ
る
ば

か
り
な
り
」で
は「
真
ノ
呂
」を
吹
く
。こ
れ
も
、〈
高
砂
〉

だ
け
に
古
態
を
残
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
初
同
直

前
の
サ
シ
謡
末「
緋
桜
の
」で
も
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て

い
た
。
こ
れ
は
現
行
一

流
で
は
吹
か
な
い
。

　
も
う
一
つ
、
は
っ
き
り
異
な
る
の
が［
ク
セ
］中
の

ア
シ
ラ
イ
で
あ
る
。［
ク
セ
］
は
低
音
域
で
謡
い
出

し
、
三
節
で
構
成
さ
れ
る
。
現
在
で
は
最
初
に
謡
が

上
音
に
上
行
し
た
と
こ
ろ
で「
中
ノ
高
音
」、
ア
ゲ
ハ

の
あ
と
謡
が
ク
リ
音
に
上
行
す
る
と
こ
ろ
で「
上
ノ

高
音
」、［
ク
セ
］末
に「
小
手
」を
吹
く
。〈
当
麻
〉で

言
え
ば「
坐
禅
円
月
の
」で「
中
ノ
高
音
」、「
声
立
つ

る
こ
と
」で「
上
ノ
高
音
」、「
し
ほ
る
ば
か
り
」で「
小

手
」を
吹
く
。
と
こ
ろ
が『
古
頭
付
』で
は「
忽
然
と
来

た
り
」に「
下
ノ
高
音
一
ツ
コ
テ
ヘ
ヲ
ト
シ
テ
」、「
中

将
姫
は
あ
き
れ
つ
つ
」に「
そ
と
い
ろ
へ
」、「
た
づ
き

も
知
ら
ぬ
山
中
に
」に「
た
か
ね
一
ツ
又
高
音
ノ
吹
む

す
ひ
一
ツ
」、「
答
へ
さ
せ
給
ひ
し
に
」に「
ヲ
ル
た
か

ね
き
り
て
一
ツ
高
音
一
ツ
コ
テ
一
ツ
」、「
生
身
の
弥

陀
如
来
げ
に
」に「
高
音
一
ツ
コ
テ
ヘ
ヲ
ト
シ
テ
」を

吹
く
と
書
か
れ
て
い
た
。
一
箇
所
で
複
数
の
旋
律
型

を
吹
く
の
で
、
か
な
り
長
く
吹
き
流
し
て
い
た
よ
う

だ
。［
ク
セ
］は
三
節
で
構
成
さ
れ
る
、
と
記
し
た
が
、

「
忽
然
と
来
た
り
佇
め
り
」は
第
一
節
末
の
句
で
、
そ

の
後
に
大
小
鼓
が
打
切
、
と
い
う
手
を
打
つ
。「
中

将
姫
は
あ
き
れ
つ
つ
」は
第
二
節
の
終
わ
り
、
ア
ゲ

ハ
直
前
の
句
で
あ
る
。
か
つ
て
は
謡
の
音
高
変
化
に
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添
う
の
で
は
な
く
、［
ク
セ
］
の
形
式
上
の
区
切
り

で
笛
を
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
ら
し
い
。「
た
づ

き
も
知
ら
ぬ
山
中
に
」は
ア
ゲ
ハ
の
あ
と
で
ク
リ
音

を
謡
う
前
の
句
だ
が
、
現
在
森
田
流
は
こ
こ
で
ア
シ

ラ
イ
を
吹
く
。
現
行
に
準
じ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

「
答
へ
さ
せ
給
ひ
し
に
」で
は
、
謡
が
中
音
に
下
行
し

て
半
終
止
型「
フ
リ
中
回
シ
」を
謡
い
、
大
小
鼓
が
目

立
つ
手（
コ
ス
頭
・
コ
ス
手
）を
打
つ
。
現
在
で
は
区

切
り
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鼓
が
手
を
打
つ

の
で
か
つ
て
は
区
切
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
生
身

の
弥
陀
如
来
げ
に
」は
、
こ
の
あ
と
二
度
目
に
ク
リ

音
に
上
行
す
る
の
で
高
音
域
の
旋
律
型
を
吹
い
た
よ

う
だ（
紀
要
原
稿
で
は
誤
っ
た
解
釈
を
し
て
い
た
の

で
、
こ
こ
で
訂
正
し
た
い
）。
現
在
で
は
二
度
目
に

ク
リ
音
に
上
行
す
る
箇
所
で
ア
シ
ラ
ウ
こ
と
は
な
い

が
、『
古
頭
付
』の〈
松
風
〉も
同
じ
箇
所
で
ア
シ
ラ
イ

を
吹
い
て
い
た
。
ク
リ
音
を
の
ぞ
く
と
、〈
当
麻
〉の

ク
セ
で
は
第
一
節
・
第
二
節
の
末
、
謡
が
フ
リ
中
回

シ
に
下
行
す
る
句
な
ど
、
形
式
上
の
区
切
り
で
ア
シ

ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
古
頭
付
』で
は

〈
高
砂
〉や〈
田
村
〉な
ど
も
同
様
で
、
こ
れ
が
古
い
基

準
で
あ
っ
た
。
い
つ
し
か
吹
奏
基
準
が
変
わ
り
、
音

高
の
変
化
に
従
っ
て
吹
く
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
は
い
つ
頃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　『
古
頭
付
』と
ほ
ぼ
同
時
代
の
写
と
お
ぼ
し
き
由
良

家
蔵
の
頭
付『
番
笛
集
』も
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

由
良
家
は
毛
利
藩
の
臣
で
、
代
々
笛
役
を
勤
め
て
い

た
。
千
野
与
一
左
衛
門
親
久
直
伝
の
笛
伝
書
を
牛
尾

彦
左
衛
門
よ
り
相
伝
し
、
千
野
流
と
称
し
て
明
治
に

至
る
。『
番
笛
集
』（
以
下『
実
践
女
子
大
学
文
学
部

紀
要
』28
・
29
号
掲
載
の
竹
本
幹
夫
氏
の
解
題
と
翻

刻
に
よ
る
）に
は
一
八
〇
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
特
に
記
述
の
詳
し
い
前
半
三
十
曲
ほ
ど
の

［
ク
セ
］に
つ
い
て
、
概
観
し
た
結
果
が
以
下
の
通
り

で
あ
る（
残
念
な
が
ら〈
当
麻
〉に
は
簡
単
な
記
述
し

か
な
い
）。

　
冒
頭
に
掲
げ
た〈
高
砂
〉に
つ
い
て
は
室
町
末
期
の

笛
伝
書『
双
笛
集
』に
も
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
比

較
が
可
能
で
あ
る
。『
番
笛
集
』で
は「
春
の
林
の
東

風
に
う
ご
き
」に
、
旋
律
型
の
名
称
を
挙
げ
ず
に「
吹

ベ
シ
」と
記
述
が
あ
る
。
こ
の
句
で
謡
は
上
音
に
上

行
し
、
現
行
で
は
こ
こ
で
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
が
、
こ

こ
で
の
ア
シ
ラ
イ
は『
双
笛
集
』や『
古
頭
付
』に
は
な

い
。
そ
れ
以
外
に
第
一
節
の
末
句「
皆
和
歌
の
姿
な

ら
ず
や
」
で「
つ
ゞ
ミ
う
ち
き
り
内
ニ
、
中
ノ
高
ね

吹
」、
謡
が
フ
リ
中
回
シ
に
下
行
し
て
大
小
鼓
が
手

を
打
つ「
立
ち
寄
る
蔭
の
朝
夕
に
、
か
け
共
」に「
中

ノ
高
音
」と
あ
る
が
、
こ
の
二
箇
所
は『
古
頭
付
』と

同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
番
笛
集
』に
は『
古
頭
付
』

の
古
い
基
準
と
現
行
基
準
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。『
番
笛
集
』で
上
音
に
上
行
す
る
句
や
そ
の
直
前

に
ア
シ
ラ
イ
の
指
示
が
あ
る
の
が〈
錦
木
〉〈
老
松
〉

〈
源
氏
供
養
〉〈
野
宮
〉〈
朝
長
〉〈
采
女
〉〈
井
筒
〉〈
石

橋
〉〈
八
島
〉〈
頼
政
〉〈
小
塩
〉〈
三
井
寺
〉〈
小
塩
〉

〈
木
賊
〉〈
胡
蝶
〉〈
桜
川
〉、
第
一
節
の
末
句
で
ア
シ

ラ
イ
を
吹
く
の
が〈
錦
木
〉〈
江
口
〉〈
春
栄
〉〈
松
虫
〉

〈
三
輪
〉、
フ
リ
中
回
シ
の
句
で
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
の

が〈
江
口
〉〈
老
松
〉〈
野
宮
〉〈
采
女
〉〈
三
輪
〉〈
八
島
〉

〈
胡
蝶
〉〈
桜
川
〉な
ど
で
あ
る
。［
ク
セ
］の
第
二
節
末
、

す
な
わ
ち
ア
ゲ
ハ
の
直
前
で
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
例
は
、

『
番
笛
集
』に
は
ほ
ぼ
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。〈
石
橋
〉

で
は
上
音
に
上
行
す
る
箇
所
で「
中
高
音
う
た
い
ニ

つ
れ
て
吹
也
」、〈
龍
田
〉は
二
度
目
に
上
音
に
上
行

す
る「
今
朝
よ
り
は
」で「
高
音
う
た
ひ
ヲ
請
テ
」と
あ

り
、
節
の
変
化
を
聞
い
て
吹
け
、
と
の
指
示
が
見
え

る
。
他
に
は
こ
う
し
た
注
記
め
い
た
指
示
は
な
い
の

で
、〈
高
砂
〉で
の「
吹
べ
し
」と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

上
音
へ
上
行
す
る
箇
所
で
の
ア
シ
ラ
イ
は
、
新
た
に

導
入
し
た
吹
奏
箇
所
の
よ
う
に
み
え
る
。
ち
な
み
に
、

『
番
笛
集
』で
は
二
度
目
に
上
音
に
上
行
す
る
句
で
も

ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。

　
ア
ゲ
ハ
の
後
、
ク
リ
音
に
上
行
す
る
句
で
の
ア
シ

ラ
イ
は『
番
笛
集
』で
は〈
源
氏
供
養
〉〈
松
虫
〉〈
石

橋
〉〈
頼
政
〉〈
龍
田
〉〈
木
賊
〉〈
桜
川
〉な
ど
に
見

ら
れ
た
が
、『
古
頭
付
』の〈
田
村
〉〈
松
風
〉〈
羽
衣
〉

〈
殺
生
石
〉〈
夕
顔
〉に
も
同
様
の
ア
シ
ラ
イ
は
見
ら

れ
た
。
ク
リ
音
に
上
行
す
る
と
こ
ろ
で
も
、
大
小
鼓

は
手
を
打
つ
。『
古
頭
付
』は
鼓
の
手
を
区
切
り
と
認

識
し
、
区
切
り
に
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
姿
勢
を
一
貫
さ

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
音
に
上
行
す
る
と
こ
ろ
で

鼓
は
手
を
打
た
な
い
の
で
、
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
必
要

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
概
観
し
た
だ
け
だ
が
、
形
式
に
基
づ
く
の
か
音
高

の
推
移
に
基
づ
く
の
か
、『
番
笛
集
』は
ハ
ッ
キ
リ
し

た
ア
シ
ラ
イ
の
基
準
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
古
い
基
準
か
ら
現
在
の
基
準
へ
、
な
し
崩

し
的
に
ア
シ
ラ
ウ
箇
所
が
移
行
す
る
過
程
に
、
目
立

つ
と
こ
ろ
な
ら
ば
ど
こ
で
も
吹
い
て
し
ま
う『
番
笛

集
』の
よ
う
な
頭
付
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん『
番
笛
集
』は
一

流
の
頭

付
で
は
な
い
の
で
一
緒
に
俎
上
に
あ
げ
る
の
は
問
題

も
あ
る
が
、
ま
だ
流
儀
差
の
固
定
し
て
い
な
か
っ
た

時
代
に
ど
の
よ
う
に
ア
シ
ラ
イ
が
吹
奏
さ
れ
て
い
た

の
か
、
そ
れ
を
知
る
上
で
は
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

　
コ
ト
バ
や
サ
シ
謡
で
の
ア
シ
ラ
イ
、
そ
の
他
の
ア

シ
ラ
イ
に
つ
い
て
も『
番
笛
集
』で
は
お
も
し
ろ
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
紙
数
が
尽
き
た
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
別
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　（
東
京
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
）


